神の国：いやしとゆるし
イエスの話は貧しい人々にとっては良い知らせ（福音）だった。イエスの話を聞いて喜んだでしょう。だからイエスの話を一生懸命聞こうとした。（徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。ルカ 15：1） 神様は貧しい人々、小さな人々の味方だという事を聞いて喜んだでしょう。神の国が来たら彼等は貧しい者ではない。

イエスは哀れみを持って、その社会の貧しい人々を探し出す事にした（群衆が飼い主のいない羊のように弱り果て、打ちひしがれているのを見て、深く憐れまれた。マタイ 9：36）。

イエスはその行動の為よく非難された。徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たちは、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。（ルカ 15：1-−2）
その決断、その行動を説明するためにいろんな例え話を話した。同じルカの15章に失った羊、無くした銀貨、また放蕩息子の例えなど。イエスを非難したファリサイ派の人々や律法学者たちと同じように、私たちもイエスの決断・実践をなかなか理解できないのだろうか。

それは教会は大昔からイエスの考えや目的を忘れてしまって、貧しい人々、小さな人々より金持ちや大きな人々の味方だからだろう。
3世紀の皇帝コンスタンティヌス、コンスタンチンとも呼ばれていますが、コンスタンチヌスの時まではキリスト教は迫害されていた宗教だったが、コンスタンティヌスは迫害を終えてローマ帝国の宗教とした。この時から体制システムの一部となっていたのだ。その為にヨーロッパでは神聖ローマ帝国があった。また教皇が皇帝となっていた。長い間宗教と政治、カトリック教会とローマ帝国が一つになっていた。その為にその一部はバチカンという国と多くの国々にある大使館や大使としてまだ残っている：これは私達が慣れている教会だ。
しかし、第二バチカン公会議（ 1962年～1965年 ）から、教会は少しずつこのイエスの決断と行動に戻って来ているのだ：貧しい人々の味方に戻ってきているのです。例えばヨハネパウロ2世の回勅に「働く人について」に貧しい人の教会とはっきりと言っている。それから最近全世界の殆どの修道会、宣教会の90％くらいは貧しい人のための優先と言う決断をしている。

日本は食料品の6割を輸入している。一部は貧しい国から輸入している。20年前のことだが90年代日本は全世界で穫られたツナの1/3を消費した。また全世界のエビの1/3を消費したのだ。それと同時に、東京だけで毎日食料品の6000トンが処分される。これが私達が作っているシステムなのだ。貧しい国々から、貧しい人達から大事な食料品を輸入してその一部を食べないで捨ててしまっているのだ。飢餓に苦しんでいる人が沢山いるのに。しかも、 減反政策のため、 米作農家に作付面積の削減をするのだ。飢餓に苦しんでいる人々が沢山いるのに、米をもっと作付けできるのに、作付けしないことにしている。（2014年に減反政策はなくなるそうだ。）
面白い事に、私達は貧乏になる事を怖がっているのに、もっと財産が欲しいと思っているのに、質素な生活をおくった人を非常に尊敬している。例えばアッシジの聖フランシスコ、またマザーテレサ。
他にも質素な生活をおくりながら貧しい人々を助けていた聖人は沢山いる。これはキリスト教だけではなくて、例えば仏教にもこういう人は少なく無い。たとえば、良寛。もう一人は禅月大師という中国の禅宗のお坊さん。「貧困はあなたの宝物だ」と言っていた。もう一人は山岡鉄舟、天皇の先生だった。彼の家に放浪者が沢山泊まっていた。彼には服1着しか無かった。それはいつもお金や持ち物を放浪者にあげていた為。ある時天皇は古い服を見て、新しい服を買う為にお金をあげたが、次に会った時に同じ古い服を着ていたので「新しい服はどうした」と聞いたら、「天皇の子供さんに新しい服を買ってあげた」と返事した。

この「貧しい人々の為の優先」は貧しい人を助ける為より、私達の為なのだ。貧しい人々の事を考えると私達は助けてあげなくてはならないと思う事もある、可哀想だから助けてあげなくては。それは良い事だけれど貧しい人々の為の優先は、貧しい人々の為よりも自分の為。何故かというと貧しい人々が居るという事は、私達は世界の財産などを平等に分けていないということだ。強い人は沢山取っている、弱い人は充分に取れない、もらえない。つまり強い人は弱い人を抑圧している、搾取している。日本でも世界にでも。私達は貧しい人達の犠牲において豊かに暮らしている。この事実を知らなければならない。悟らなければならない。先ず世界、社会の事実、事情を知らなければならない。それからこの貧富の差、また貧しい人々の苦労、苦しみも知らなければならない。そして自分の責任も認めなければならない。この問題を直す為にー本当の意味でー貧しい人を助ける為に私達が変わらなければならない。聖書の言葉で言うと、私達が改心しなければならない。私達が悔い改めなければならない。貧しい人が変わるより私達が変わらなければならない。つまり自分の為です。貧しい人々の為の優先は自分の為、自分の救いの為だ。

イエスが探し出した小さな人々の中に貧しい人々と一緒に病気の人々もいた。当時の人々の考えでは病気は罪の罰、一つの罪の結果だと思っていた。それで病気の人々は罪悪感も感じていたのだ。病気の為だけでなく、罪悪感の不安もあった。また宗教的な社会では罪人と思われたために、他の人と一緒に神殿などに入って祈りをする事などは許されなかった。その不安もその差別もあった。聖書学者が言うのはイエスが行った癒の奇蹟と自然関係の奇蹟は、殆ど社会的な関係の作り直しとなったそうだ。イエスは奇蹟を行う事によって人と人との関係、交わりを作り直した。マタイ ９：１−２ ： イエスは舟に乗って湖を渡り、自分の町に帰って来られた。すると、人々が中風の人を床に寝かせたまま、イエスのところへ連れて来た。イエスはその人たちの信仰を見て、中風の人に、「子よ、元気を出しなさい。あなたの罪は赦される」と言われた。
また聖書学者が言うには、イエスの癒しの奇蹟は社会的な抗議となった。その奇蹟の社会的な意味が解る為に奇蹟を行った前にイエスは誰と話していたか、そして奇蹟を行った後、誰が機嫌が悪くなったかを見るとよい。イエスが行った癒しと悪魔払いは、家に入る直前、家から出た時に多く行われた。つまり食事の前か後だった。食事＝交わり。というのは行った奇蹟は一人の病人を癒す為だけではなかった。その人の社会との関係や交わりを直す目的もあった。言い換えると本当の癒しは、社会との関係や交わりを直すのだ。
さっき言ったように当時のイスラエルの人々は二つに分かれていた。罪人と罪人で無い人。それで人々は知っていた。あの人はどっちか、自分はどっちか皆知っていた。

罪人と思われた人々は神殿などで生け贄などを捧げる事は出来なかった。排除されていた。昔の日本と同じようにエタとヒニンと呼ばれた人々は、お寺や神社の中に入る事は許されなかったようです。徳川時代のある時、エタの一人は神社の敷地の中に入ろうとした時に殺された。町の係の人が言ったのは、エタの命の価値は市民、町人の命の価値の1/7に過ぎないため7人ものエタを殺さない限り犯人を罰する事は出来ない。
勿論、現代にも差別者がいる。結婚や就職の時に差別されるようだ。イエスはよくこの人々と関わってその病気を癒しその罪を許した、その恥、その屈辱感、罪悪感を取り払った。肉体的な癒しだけではなかった。全体的な癒しだった。福音書に、よく小さな人々と一緒に食事をした。聖書学者が言うのはイエスと一緒にいた時に悲しむのは実存的に不可能だった。イエスと一緒に居た時に安全感と安心を強く感じた。解放されて幸せだった。
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